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誰
で
も
簡
単
に
、
楽
し
く
踊
れ
る
フ

ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を
毎
回
、
数
曲
紹
介
し

ま
す
。途
中
か
ら
の
参
加
も
可
能
で
す
。

●
日
程　

4
月
17
日
・
24
日
・
5
月
1

日
・
8
日
・
15
日
・
29
日
・
6
月
5

日
・
12
日
・
19
日
・
26
日

※
毎
週
金
曜
日

●
時
間　

午
後
7
時
～
9
時

●
場
所　

穂
高
会
館　

講
堂

●
講
師　

日
本
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
連
盟

公
認
指
導
者　

清
水
均
さ
ん
、
清
水

晴
子
さ
ん

●
対
象　

市
内
在
住
の
人

●
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

●
参
加
料　

１
回
２
０
０
円

●
持
ち
物
等　

運
動
の
で
き
る
服
装
・

シ
ュ
ー
ズ
・
飲
み
物
・
タ
オ
ル

●
申
し
込
み　

3
月
27
日
（
金
）
か
ら

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
平

日
午
前
9
時
～
午
後
5
時
）

素
朴
で
温
か
み
が
あ
り
、
世
界
で
一

つ
だ
け
の
「
ひ
な
人
形
」
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。

●
日
時　

3
月
29
日
（
日
） 

午
前
9
時

～
（
2
～
3
時
間
程
度
）

●
場
所　

穂
高
陶
芸
会
館

●
講
師　

嶋
田
好
貴
さ
ん

●
対
象　

中
学
生
以
下
の
子
ど
も
と
そ

の
保
護
者

●
定
員　

30
人
程
度
（
先
着
順
）

●
参
加
費　

大
人
１
０
０
０
円
、
子
ど

も
８
０
０
円
（
材
料
費
込
み
）

●
申
し
込
み　

3
月
18
日
（
水
）
午
前

9
時
か
ら
、
穂
高
陶
芸
会
館
へ
電
話

か
フ
ァ
ク
ス
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

自
分
で
作
っ
た
紙
飛
行
機
を
空
高
く

飛
ば
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

競
技
大
会

●
日
時　

4
月
12
日
（
日
）
午
前
8
時

～
午
後
2
時
（
雨
天
の
場
合
は
、
4

月
19
日
に
順
延
）

●
場
所　

豊
科
南
部
総
合
公
園

●
費
用　

15
歳
以
上 

１
０
０
０
円
、　

15
歳
未
満 
５
０
０
円

紙
飛
行
機
教
室

競
技
大
会
に
初
め
て
参
加
す
る
皆

さ
ん
に
お
勧
め
し
ま
す
。

●
日
時　

4
月
11
日
（
土
）
午
前
9
時

～
午
後
0
時
30
分

（
午
前
11
時
頃
か
ら
初
心
者
向
け
の

競
技
会
を
開
催
し
ま
す
）

●
場
所　

豊
科
南
社
会
体
育
館

●
費
用　

５
０
０
円
（
教
材
費
、
競
技

会
へ
の
参
加
費
を
含
む
）

●
申
し
込
み　

競
技
大
会
、
教
室
と
も

不
要

い
。（
毎
週
月
曜
日
は
休
館
）

●
そ
の
他　

作
品
は
、
約
１
カ
月
後
に

焼
き
上
が
り
ま
す
の
で
、
受
け
取
り

に
来
て
く
だ
さ
い
。

白
鳥
が
飛
来
し
て
か
ら
30
年
間
を
写

真
で
振
り
返
り
ま
す
。
懐
か
し
い
写
真

と
、
最
新
シ
ー
ズ
ン
の
写
真
を
あ
わ
せ

て
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

4
月
4
日
（
土
）
～
5
月
24

日
（
日
）
午
前
9
時
～
午
後
5
時

（
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

●
場
所　

2
階
展
示
室

●
入
館
料　

大
人
１
０
０
（
80
）
円

（　

）
内
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

百
楽
桜
ま
つ
り

記
念
館
前
に
田
淵
行
男
が
遺の
こ

し
た

「
一い
ち
ざ
ん
ひ
ゃ
く
ら
く

山
百
楽
」
と
い
う
言
葉
に
ち
な
ん

で
命
名
さ
れ
た
「
百
楽
桜
」
と
い
う
桜

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
桜
の
開
花
時
期
に

合
わ
せ
て
記
念
館
の
ワ
サ
ビ
田
テ
ラ
ス

に
て
お
茶
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

当
日
に
限
り
入
館
料
無
料
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

4
月
11
日
（
土
） 

正
午
～
午

後
3
時

大
西
浩
次
さ
ん
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト

大
西
さ
ん
の
「
天
空
の
樹
」
写
真
展

を
4
月
19
日
（
日
）
ま
で
開
催
中
で
す
。

大
西
さ
ん
を
講
師
に
、
講
演
会
と
観
望

会
を
行
い
ま
す
。

●
開
催
日　

3
月
28
日
（
土
）

講
演
会「
星
景
写
真
撮
影
の
ポ
イ
ン
ト
」

●
時
間　

午
後
3
時
30
分
～
5
時　

●
場
所　

記
念
館
地
階
展
示
室

観
望
会
「
月
と
星
の
観
測
会
」

●
時
間　

午
後
7
時
～
8
時
30
分

●
場
所　

記
念
館
駐
車
場
集
合

●
持
ち
物　

懐
中
電
灯
、
防
寒
着
な
ど

※
雨
天
の
場
合
は
館
内
で
講
演
会
を
開

催
。
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

●
休
館
日　

月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
日

の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

信
州
大
学
人
文
学
部
が
市
と
の
連
携

協
定
に
よ
り
行
っ
て
い
る
委
託
研
究
の

報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

3
月
26
日
（
木
）
午
後
7
時

～
9
時

●
場
所　

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

「
み
ら
い
」
多
目
的
交
流
ホ
ー
ル

●
報
告
内
容　
「
信
州
安
曇
野
ハ
ー
フ

マ
ラ
ソ
ン
・
プ
レ
大
会
に
お
け
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
」
講
師　

岡
本

卓
也
さ
ん
（
信
州
大
学
人
文
学
部
准

教
授
）

「
安
曇
野
観
光
に
お
け
る
情
報
資
源

に
関
す
る
実
態
に
つ
い
て
」
▽
「
観

光
動
機
と
観
光
情
報
の
活
用
」
講
師

岡
本
卓
也
さ
ん
（
信
州
大
学
人
文
学

部
准
教
授
）
▽
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
た
観
光
情
報
の
発
信
」
講

師　

佐
藤
広
英
さ
ん
（
信
州
大
学
人

文
学
部
准
教
授
）

●
入
場
料　

無
料

●
申
し
込
み　

不
要

上う
え
は
ら原
古
墳

（
穂
高
・
上
原
地
区
）

穂
高
地
域
に
は
約
80
基
の
古
墳
が
あ
る
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
多
く
が
北
ア

ル
プ
ス
山
麓
の
沢
筋
に
分
布
し
て
い
る
の
に

対
し
、
上
原
古
墳
は
、
周
囲
を
田
ん
ぼ
に
囲

ま
れ
た
烏
川
扇
状
地
扇
央
に
あ
る
珍
し
い
古

墳
で
す
。

昭
和
５
年
、
農
地
整
備
の
折
に
大
き
な
石

（
古
墳
石
室
の
天
井
石
）
が
出
土
し
た
こ
と

を
契
機
に
、
古
墳
に
違
い
な
い
と
、
猿
田
文

紀
さ
ん
が
中
心
と
な
り
発
掘
調
査
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
石
室
内
か
ら
、
表
面

に
金
が
施
さ
れ
た
馬
具
、
直
刀
、
メ
ノ
ウ
・

ヒ
ス
イ
・
水
晶
製
の
勾ま

が
た
ま玉
や
管く
だ
た
ま玉
等
の
玉
類
、

金
の
耳
飾
り
、
須す

え

き
恵
器
と
呼
ば
れ
る
焼
き
物

の
破
片
な
ど
が
多
数
出
土
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
８
年
か
ら
始
ま
っ
た
ほ
場

整
備
に
伴
い
、
古
墳
の
再
調
査
が
行
わ
れ
、

上
原
古
墳
は
河
川
の
氾
濫
で
運
ば
れ
た
土
砂

で
２
㍍
近
く
埋
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。

現
在
は
、
古
墳
公
園
と
し
て
、
築
造
当
時

の
姿
を
観
察
で
き
る
よ
う
に
整
備
し
て
い
ま

す
。

再
発
見
！
安
曇
野
の
文
化   

そ
の
38

文
化
課
文
化
財
保
護
係

62
・
３
０
９
０ 

62
・
３
５
２
５

上原古墳

ためして安曇野検定 クイズ
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問題１　安曇野市には、木材生産の盛ん
な「北沢美林」と呼ばれる山林があり
ます。この山林は、どの地域にあるで
しょうか。

①穂高地域　　　②三郷地域
③堀金地域　　　④明科地域

問題２　豊科地域の成相・新田２地区で
催される初市（飴市）の際に行われる
珍しい伝統行事がありますが、それは
何という行事でしょうか。

①えびす様おっころがし
②福俵曳き
③福だるま担ぎ
④道祖神担ぎ

問題３　昭和 40 年頃から、穂高地域の
西側の山麓に広がる森林の中に、主に
都会に住む大学教授や医師、作家らが
利用するための別荘地が開発され始め
ました。この別荘地を何というでしょ
うか。

①学者村　　　　②教授村
③保養村　　　　④休暇村

問題４　下の写真は、安曇野市内にある
建物の写真です。次のうち、この建物
に最も関わりの深い人物は誰でしょう
か。

①臼井吉見　　　②多田加助
③井口喜源治　　④熊井啓

答えは 16 ページ

安
曇
野
紙
ヒ
コ
ー
キ
競
技
大
会

飯
沼
飛
行
士
記
念
大
会

大
会
事
務
局
・
文
化
課
文
化
振
興
係

62
・
３
０
９
０ 

62
・
３
５
２
５

春
の
親
子
陶
芸
教
室

穂
高
陶
芸
会
館

 

82
・
６
７
５
０

田
淵
行
男
記
念
館
の
催
し

田
淵
行
男
記
念
館

72
・
９
９
６
４ 

88
・
２
０
１
０

穂
高
公
民
館
講
座

初
心
者
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
教
室

穂
高
公
民
館
内
地
域
課
地
域
担
当

82
・
５
９
７
０ 

82
・
３
９
９
０

豊
科
郷
土
博
物
館

第
31
回
白
鳥
写
真
展

豊
科
郷
土
博
物
館

72
・
５
６
７
２ 

72
・
７
７
７
２

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
「
み
ら
い
」

信
州
大
学
人
文
学
部
委
託
研
究
報
告
会

地
域
づ
く
り
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

82
・
３
１
３
１
㈹ 

82
・
６
６
２
２

信州安曇野ハーフマラソン・プ
レ大会ボランティアの皆さんの
アンケートをまとめました

生涯学習課社会教育担当（462・4565）


